提案制度規程

（目　的）

第1条　この制度は、株式会社○○（以下「会社」という。）の事業活動に参画する第2条各号に定める者の積極的な業務改善の意欲を助長し、その創意、工夫を結集して、生産性の向上を図ることによって社業の発展に寄与することを目的とする。

（提案者の資格）

第2条　この規程によって提案できる者は、次の者とする。

（1）従業員その他会社の業務に従事する者

（2）会社の事業活動に参画する協力業者など（二次下請業者などを含む。）の役員および従業員

（提案の内容）

第3条　提案事項は事務に関すること、技術に関することなどを問わず、この制度の目的にかない、できるだけ具体的で実現できるものとする。

（提案の提出）

第4条　提案は、提案審査委員会事務局（以下「事務局」という。）または関係部門に提出するものとする。ただし提案者の都合により、支店の提案推進員に提出することもできる。

2　第2条（2）号に掲げる者は、会社の事業活動に直接関係するテーマであって、同条（1）号に掲げる者と共同でなければ提案することができない。
（提案の事務と審査）

第5条　提案の事務処理を行うため、特許部に事務局をおく。

2　提案の事務処理を円滑に行うため、支店の総務業務を担当する部門に提案推進員をおく。提案推進員は提案活動を奨励し、提案の事務手続上の相談に応じるほか提案者の依頼により提案提出の代行をする。

3　提案の審査は、提案審査委員会（以下「委員会」という。）が行う。

4　委員会および事務局の組織ならびに運営については、別に定める。

（採否の決定）

第6条　提案の採否およびその等級は、委員会が決定する。

2　同種または類似の提案が2つ以上、同時期に行われ、かつ、これが採用されたときは、先になされた提案が優先するものとする。

（不採用提案）

第7条　事務局は、採用にならなかった提案（以下「不採用提案」という。）については、理由を付して提案者に通知する。

2　不採用提案といえども事情が変更したときは、提案者または事務局は改めて委員会に再審査を申し立てることができる。

（褒賞）

第8条　提案が採用された者に対しては、別に定めるところによって褒賞する。

2　提案が非常に優秀であって、従業員表彰規程そのほかの規程の褒賞に該当するときは、この規程によるほかそれらの規程によっても褒賞することがある。

（発表）

第9条　採用が決定した提案（以下「採用提案」という。）については、提案者の氏名、提案の内容などを社内に発表する。ただし、会社が機密を保持する必要ありと認めた提案内容についてはこの限りではない。

2　採用提案について特許権、実用新案権、著作権その他の権利を保全する必要があるとき、または会社が第三者にその使用を許諾しようとするときは、会社は提案者と協議するものとする。

付則

（規程の改廃）

第1条　この規程の改廃は、規程管理規程による。

（実施期日）

第2条　この規程は、平成○年○月○日から施行する。



















































